
平成7年11月1日発行

人口と世帯数平成7.10.1現在

人　口13,284人　(前月比-20)

男　　　6,516人　(前月比-10)

女　　6,768人(前月比-10)

世　帯　4,319世帯(前月比+2)着き=1_E'1.9f15
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髄強国野菜循餐
日　　時　3日睡)､ 4日仕)､ 5日(日)

午前9時～午後5時
(5日は午後4時まで)

会　　場　町民文化センター

展示部門　盆栽･書道･華道･唐画･墨絵･絵
画･郷土研究･和紙人形･俳句･短
歌･手工芸･粘土工芸･押し花･編
み物･文化刺しゅう･パッチワーク･

レザークラフト･パンフラワー　など
*園児･児童･生徒作品展も併せて行います｡

実演部門　茶道･囲碁･手話･紙芝居･
チャリティーバザー･ボン菓子･レ

ザークラフト　など

芸能発表　3日幽午前11時35分～午後4時40分

町民文化センター大ホール
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平
成
七
年
度
松
田
町
表
彰
の
受
賞
者
が
､
十
月
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
表
彰

審
査
会
で
次
の
方
々
に
決
ま
り
ま
し
た
｡
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
｡

受
賞
さ
れ
た
み
な
さ
ん
は
'
三
日
の
｢
文
化
の
日
｣
に
午
前
九
時
か
ら
町
民

文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
る
表
彰
式
に
お
い
て
表
彰
さ
れ
ま
す
｡

当
日
は
文
化
祭
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
'
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
ご
来
場
く
だ
さ
い
｡

労

　

表

　

彰

一
般
表
彰

町
政
の
進
展
の
た
め
に
寄
与
さ
れ
た
そ
の
功
績
が
特
に

顕
著
と
認
め
ら
れ
る
方
な
ど
に
贈
ら
れ
ま
す
｡

片

　

岡

　

　

　

保

氏

松
田
惣
領
一
九
一
八
番
地

坂
　
井
　
久
　
澄
氏

松
田
惣
領
二
三
二
番
地

多
年
に
わ
た
り
議
会
議
員
と
し

て
町
政
の
進
展
の
た
め
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
｡

吉

　

田

　

英

一

氏

松
田
庶
子
五
六
七
番
地

多
年
に
わ
た
り
議
会
議
員
と
し

て
町
政
の
進
展
の
た
め
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
｡

山

　

本

　

　

　

茂

氏

松
田
惣
領
二
八
一
番
地

多
年
に
わ
た
り
議
会
議
員
と
し

て
町
政
の
進
展
の
た
め
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
｡

多
年
に
わ
た
り
議
会
議
員
と
し

て
町
政
の
進
展
の
た
め
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
｡

町
政
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
方
､

公
共
の
福
祉
増
進
に
寄
与
さ
れ
た

方
､
文
化
向
上
に
努
め
ら
れ
た
方

な
ど
､
町
民
で
徳
行
が
著
し
く
他

の
模
範
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
方
に

贈
ら
れ
ま
す
｡

尾
登
　
英
夫
氏

松
田
惣
領
三
八
四
番
地

多
年
に
わ
た
り
議
会
議
員
､
区

長
と
し
て
町
政
の
進
展
の
た
め
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
｡

瀬
戸
　
孝
平
氏

松
田
惣
領
一
二
〇
五
番
地

多
年
に
わ
た
り
議
会
議
員
､
区

長
と
し
て
町
政
の
進
展
の
た
め
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
｡

高
橋
　
繁
雄
氏

松
田
庶
子
一
四
九
番
地

多
年
に
わ
た
り
納
税
事
務
嘱
託

委
員
､
教
育
委
員
と
し
て
町
政
の

発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
｡

蕪
木
基
二
郎
氏

松
田
惣
領
一
二
九
七
番
地

多
年
に
わ
た
り
国
保
運
営
協
議

会
委
員
､
区
長
と
し
て
町
政
の
進

展
の
た
め
寄
与
さ
れ
ま
し
た
｡

古
矢
　
正
雄
氏

神
山
三
四
五
番
地

渋
谷
　
正
夫
氏

寄
二
七
番
地
一
五

飯

田

　

玉

雄

氏

寄
二
二
七
六
番
地

桐

山

　

　

健

　

氏

松
田
惣
領
二
九
四
番
地

吉
田
　
久
雄
氏

松
田
庶
子
六
一
三
番
地
六

み
な
さ
ん
は
多
年
に
わ
た
り
区

長
と
し
て
行
政
の
進
展
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
｡

北
村
太
郎
吉
氏

神
山
七
〇
六
番
地

渋

谷

一

夫

氏

松
田
庶
子
九
一
番
地

内
藤
　
朝
光
氏

松
田
庶
子
1
七
八
五
番
地

㈱
遠
藤
　
登
　
氏

松
田
惣
領
一
六
一
番
地

古

谷

　

　

勇

　

氏

寄
六
三
六
九
番
地

石
綿
　
　
光
　
氏

松
田
惣
領
一
七
八
五
番
地
1

田

中

　

誠

三

氏

松
田
惣
領
二
T
九
八
番
地

中
津
川
一
雄
氏

寄
四
六
七
六
番
地

安
藤
勝
美
氏

松
田
庶
子
六
九
九
番
地
三

大
舘
政
治
氏

寄
三
四
〇
五
番
地

み
な
さ
ん
は
多
年
に
わ
た
り
納

税
事
務
嘱
託
委
員
と
し
て
行
政
の

進
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
｡

庶
子
ウ
エ
ス
タ
ン
ス

昭
和
四
十
八
年
に
地
区
ス
ポ
ー

ツ
振
興
団
体
と
し
て
発
足
し
､
多

年
に
わ
た
り
地
域
の
生
涯
学
習
事

業
に
積
極
的
に
協
力
す
る
と
と
も

に
､
町
福
祉
行
政
等
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
｡

宿
野
辺
愛
子
氏

寄
四
一
七
三
番
地
四

三
年
も
の
永
さ
に
わ
た
り
'
自

主
的
に
他
人
で
あ
る
一
人
暮
ら
し

老
人
の
世
話
を
行
い
続
け
た
徳
行

は
他
の
模
範
で
あ
り
ま
す
｡

内
藤
薫
晃
氏

松
田
庶
子
九
〇
九
番
地

山

口

　

千

江

氏

松
田
惣
領
二
四
四
二
番
地

大
嶺
　
常
夫
氏

等
三
一
八
九
番
地

み
な
さ
ん
は
町
職
員
と
し
て
､

成
績
良
好
で
二
十
五
年
以
上
在
職

し
て
い
ま
す
｡

感
謝
状

町
の
表
彰
式
に
併
せ
て
､
各
種

役
員
と
し
て
尽
力
さ
れ
た
方
､
寄

付
を
さ
れ
た
方
な
ど
に
贈
ら
れ
ま

す
｡

曽
我
　
武
雄
氏

寄
六
五
九
一
番
地

竹

内

　

　

章

　

氏

松
田
惣
領
一
二
七
五
番
地
二

矢

崎

　

孝

一

氏

松
田
惣
領
一
七
九
二
番
地

神
巴
　
慶
治
氏

松
田
庶
子
二
一
三
三
番
地
一
〇
七

み
な
さ
ん
は
多
年
に
わ
た
り
区

長
と
し
て
尽
力
さ
れ
ま
し
た
｡

片
倉
　
　
弘
　
氏

松
田
惣
領
七
八
五
番
地
三

安
達
　
幸
雄
氏

寄
四
六
二
番
地

熊
津
　
長
治
氏

寄
二
一
九
二
番
地

小
宮
　
照
男
氏

寄
二
三
五
六
番
地

井
津
　
丁
　
巳
氏

寄
三
三
二
〇
番
地

山

岸

一

治

氏

寄
五
三
八
〇
番
地

み
な
さ
ん
は
多
年
に
わ
た
り
納

税
事
務
嘱
託
委
員
と
し
て
町
政
の

発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
｡

株
式
会
社
稲
元
興
業

秦
野
市
弥
生
町
四
番
十
三
号

町
の
行
政
運
営
の
一
助
と
し
て
'

多
額
の
寄
付
を
さ
れ
ま
し
た
｡



まちづくりコンテスト提案内訳

○弱者に優しい街づくり

○駅前商店街を地下街へ

○スポーツイベントの開催

○駅前に花壇と花時計の設置

○駅を整備
○町と住民が共に研究する会を作る

提案件数　6件　　応募者数　6人

あしからの明日を考えるつどい

裁地蔵院儲傾ぎ電
～そのときあなたはどうする

11月25日仕)午後1時～
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衰
二
ち
(
'
'
t
m
h
く
二
り
J
m
f
,
≦
二
㌢
J
ス
-
.
卜
.

自
巨
胃
H
胃
｢
駅
周
辺
の
整
備
を
｣
　
-
日
日
胃

七
月
号
で
募
集
し
た
今
年
の
ま

ち
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
の
テ
ー
マ

は
､
｢
ま
ち
な
か
の
活
性
化
｣
　
で

し
た
｡
そ
の
内
容
を
要
約
し
て
ご

紹
介
し
ま
す
｡

提
案
が
集
中
し
た
の
が
､
駅
前

の
整
備
に
関
す
る
こ
と
で
し
た
｡

駅
を
駅
ビ
ル
化
､
あ
る
い
は
地
下

街
を
作
り
､
商
店
が
テ
ナ
ン
ト
と

し
て
入
れ
ば
駅
前
が
広
く
な
り
､

ま
た
天
候
に
関
係
な
く
､
か
つ
自

動
車
の
往
来
を
気
に
す
る
こ
と
な

く
安
心
し
て
買
い
物
が
で
き
る
と

い
う
内
容
で
す
｡
長
引
く
不
況
の

た
め
､
J
R
松
田
駅
前
地
区
の
市

街
地
再
開
発
事
業
を
断
念
し
ま
し

た
が
､
町
で
は
新
た
な
駅
周
辺
の

再
開
発
事
業
や
公
共
施
設
の
整
備

に
つ
い
て
作
業
を
始
め
て
い
ま
す
｡

じ
っ
く
り
腰
を
据
え
て
掛
か
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
テ
ー
マ
で
す
｡

ま
た
､
時
代
の
流
れ
を
い
ち
早

く
つ
か
む
た
め
に
､
町
と
住
民
が

話
し
合
い
研
究
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
作
る
と
い
う
提
案
や
､

花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
花
時
計
を
設
置
し
て
は
と
い

う
提
案
も
い
た
だ
き
ま
し
た
｡

今
回
ご
提
案
い
た
だ
い
た
こ
と

に
つ
い
て
は
､
現
在
策
定
中
の

｢
新
松
田
町
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
｣
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
｡

.lttl",(.1....''''時4

場
所
　
足
柄
上
合
同
庁
舎
二
階
大
会
議
室

意
見
発
表

中
井
町
　
橋
本
　
清
　
氏

大
井
町
　
鈴
木
高
信
　
氏

松
田
町
　
鍵
和
田
真
知
子
氏

神
奈
川
県
の
地
震
対
策
に
つ
い
て

神
奈
川
県
環
境
部
地
震
対
策
課

全
体
討
論
　
参
加
者
話
し
合
い

助
言
　
吉
井
博
明
氏

主
催
･
足
柄
上
地
域
県
民
討
論
交
流
集
会

運
営
実
行
委
員
会

･
足
柄
上
地
区
行
政
セ
ン
タ
-

後
援
　
南
足
柄
市
･
中
井
町
･
大
井
町
･

松
田
町
･
山
北
町
･
開
成
町

申
込
　
1
 
1
月
1
6
日
ま
で
｡

一
時
保
育
(
二
～
六
歳
)
希
望
の

方
は
､
併
せ
て
お
申
込
く
だ
さ
い
｡

足
柄
上
地
区
行
政
セ
ン
タ
ー

県
民
部
県
民
課
　
℡
約
5
1
1
1

県
で
は
､
都
市
計
画
法
の
改
正

に
よ
る
新
し
い
用
途
地
域
の
指
定

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
｡
こ
れ
に

伴
い
松
田
町
の
新
用
途
地
域
案
を

皆
さ
ん
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
｡

こ
の
案
に
意
見
の
あ
る
方
は
､

知
事
あ
て
に
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
｡

○
縦
覧
場
所
及
び
意
見
提
出
先

県
都
市
計
画
課
ま
た
は

町
都
市
整
備
課

○
縦
覧
及
び
意
見
提
出
期
間

1
1
月
2
4
日
～
1
2
月
8
日

*
意
見
書
の
用
紙
は
各
縦
覧
場
所

に
あ
り
ま
す
｡

*
意
見
書
の
郵
送
は
､
提
出
期
間

内
に
必
着
す
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
｡

八
千
株
も
の
菊
が
咲
き
誇
る
最
明
寺
史
跡
公
園

で
､
観
菊
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
｡
ま
た
､
松
田
楽

し
く
歩
こ
う
会
の
道
案
内
で
｢
楽
し
く
ハ
イ
キ
ン

グ
｣
も
行
わ
れ
ま
す
｡

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
｡

午
前
1
 
0
時
～
午
後
2
時
3
 
0
分

最
明
寺
史
跡
公
園

と
ん
汁
コ
ー
ナ
ー
'
農
産
物
コ
-

ナ
-
､
野
点
'
大
正
琴
演
奏
会

聞
合
せ
　
生
涯
学
習
課
　
℡
的
7
0
2
1

都
市
整
備
課
　
℡
帥
1
3
3
3

楽
し
く
ハ
イ
キ
ン
グ

集
　
合
　
午
前
1
0
時
　
役
場
前

コ
ー
ス
　
役
場
1
松
田
山
入
口
1
最
明
寺

史
跡
公
園
(
昼
食
)
1
自
然
休

養
村
マ
ス
釣
り
場
1
田
代
向
1

新
松
田
(
解
散
日
午
後
4
時
)

費
　
用
　
四
五
〇
円
(
バ
ス
代
)

持
ち
物
　
お
弁
当
､
水
筒
､
筆
記
用
具
､

敷
物
､
タ
オ
ル

申
　
込
　
保
健
福
祉
課
　
℡
囲
1
2
2
6

*
参
加
者
に
万
歩
計
を
貸
し
出
し
ま
す
｡

汁

志
水
辰
夫
､
｢
江
分
利
満
氏
の
優
雅
な
サ
ヨ
ナ
ラ
｣

山
口
瞳
､
｢
孟
嘗
君
｣
-
･
2
　
宮
城
谷
呂
光

図
書
館だ

よ
り

お
は
な
し
会

移
動
園
雷
館

休

　

館

　

日

今
月
の
行
事

2
4
日
㈱
午
後
3
時
3
0
分
-
4
時
'
こ

ど
も
の
コ
ー
ナ
ー
｡

8
日
㈱
､
雨
天
の
場
合
は
翌
日

毎
週
月
曜
日
の
は
か
､
2
日
㈱
､

2
3
日
㈹

児
童
雷
　
｢
は
ね
は
ね
-
ん
サ
ー
カ
ス
に
い
く
｣
す

え
よ
し
あ
き
こ
､
｢
哲
学
す
る
赤
ち
ゃ
ん
｣
な
か
え

よ
し
お
､
｢
ば
-
ら
は
カ
ッ
チ
ョ
ブ
-
｣
西
原
恭
平
'

｢

フ

ェ

リ

ッ

ク

ス

の

手

紙

2

｣

　

ア

ネ

ッ

テ

･

ラ

ン

ゲ

ン

､

｢

コ

ン

ス

タ

ン

ス

の

日

記

｣

一

パ

ト

リ

シ

ア

･

ク

ラ
ッ
プ
､
｢
お
い
け
の
ま
わ
り
を
ぐ
る
り
と
ま
わ
り
｣

い
の
う
え
よ
う
す
け

*
こ
こ
に
掲
載
さ
れ
た
図
書
の
展
示
は
1
 
4
日
か
ら
､

貸
し
出
し
は
2
 
1
日
か
ら
で
す
｡
予
約
は
1
日
か
ら
で

き
ま
す
｡

新
着
図
書

一
般
雷
　
｢
は
じ
め
て
就
職
す
る
あ
な
た
へ
｣
残
間

里
江
子
､
｢
多
様
化
す
る
　
《
知
》
　
の
探
究
者
｣
朝
日

新
聞
社
､
｢
子
宮
筋
腫
が
あ
る
と
い
わ
れ
た
ら
｣
又

吉
国
雄
､
｢
パ
ラ
サ
イ
ト
･
イ
ブ
｣
瀬
名
秀
明
､
｢
瑠

璃
の
方
船
｣
夢
枕
漢
､
｢
家
族
で
読
む
地
震
の
本
｣

勝
又
護
､
｢
二
十
日
夜
｣
大
域
立
裕
､
｢
オ
レ
は
陽
気

な
が
ん
患
者
｣
山
中
恒
､
｢
百
面
相
｣
内
海
隆
一
郎
'

｢
骨
は
珊
瑚
､
眼
は
真
珠
｣
地
帯
夏
樹
､
｢
虹
物
語
｣

有
言
盲
J
墜
　
早
野
卓
二

十
月
十
日
体
育
の
日
は
､
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
会
式
が
行
わ

れ
た
日
で
も
あ
り
ま
す
｡
あ
の
日

お
ば

の
青
空
は
今
で
も
憶
え
て
い
ま
す

が
'
こ
の
日
は
晴
れ
の
確
率
が
高

い
特
異
日
で
も
あ
り
ま
す
｡
今
年

も
雲
は
多
か
っ
た
が
雨
に
も
降
ら

れ
ず
､
老
若
男
女
四
千
人
ほ
ど
が

集
ま
り
'
秋
の
7
日
､
運
動
と
ゲ
-

シ
ダ
ン
ゴ
山
(
七
百
五
十
八
メ
ー

ト
ル
)
　
の
奥
に
控
え
て
い
る
ひ
と

き
わ
高
い
山
が
ダ
ル
マ
沢
の
頑

(
八
百
八
十
三
メ
ー
ト
ル
)
　
で
'

こ
の
辺
の
最
高
峰
に
な
り
ま
す
｡ひ

の
さ

こ
こ
か
ら
は
､
か
つ
て
歩
い
た
桧

岳
､
雨
山
､
鍋
割
山
(
松
田
町
の

最
高
峰
千
二
百
七
十
二
メ
ー
ト
ル
)

が
眺
め
ら
れ
ま
す
｡
山
肌
が
よ
う

や
-
紅
葉
に
彩
ら
れ
始
め
て
い
ま

し
た
｡
足
元
に
は
こ
の
ほ
ど
完
成

し
た
ば
か
り
の
秦
野
峠
林
道
(
寄

地
区
と
丹
沢
湖
を
結
ぶ
広
域
林
道
)

が
白
い
曲
線
を
描
い
て
い
ま
す
｡

こ
こ
で
一
休
み
し
た
後
は
シ
ダ
ン

ゴ
山
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
ゆ
っ

-
り
下
り
ま
し
た
｡
疲
れ
た
足
を

ム
と
ふ
れ
あ
い
の
交
流
を
楽

し
み
ま
し
た
｡
地
域
ぐ
る
み
､

町
あ
げ
て
の
最
大
の
行
事
に

な
っ
て
い
ま
す
｡
残
念
な
こ

と
に
食
中
毒
事
故
が
起
き
､

三
十
数
名
の
方
に
ご
迷
惑
を

か
け
ま
し
た
｡
手
分
け
し
て

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
し
た

が
､
大
事
に
至
ら
な
か
っ
た

だ
け
不
幸
中
の
幸
い
で
し
た
｡

そ
ん
な
秋
の
一
日
､
久
し

や
ど
り
き

ぶ
り
に
職
員
と
一
緒
に
､
寄

の
山
々
を
歩
い
て
き
ま
し
た
｡

引
き
ず
り
な
が
ら
マ
ス
釣
り

場
の
農
林
漁
業
体
験
実
習
館

に
た
ど
り
着
き
､
冷
た
い
ビ
ー

ル
を
あ
お
っ
て
元
気
を
取
り

戻
し
た
も
の
で
し
た
｡

今
回
歩
い
た
コ
ー
ス
を
さ

ら
に
北
側
の
稜
線
に
つ
な
ぐ

こ
と
に
よ
り
､
鍋
割
山
か
ら

高
松
山
に
至
る
寄
の
外
周
山

登
山
コ
ー
ス
が
で
き
あ
が
り

ま
す
が
､
ま
だ
ま
だ
未
整
備

区
間
が
多
-
一
般
に
宣
伝
す

る
わ
け
に
い
き
ま
せ
ん
｡
今

こ
れ
ま
で
跨
破
し
て
な
か
っ
た
高

松
山
か
ら
ダ
ル
マ
山
へ
至
る
西
側

の
尾
根
で
す
｡
虫
沢
地
区
と
高
松

地
区
の
町
境
が
第
六
天
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
が
､
こ
こ
か
ら
高
松
山

(
八
百
一
メ
ー
ト
ル
)
　
ま
で
は
登

山
路
が
整
備
さ
れ
て
い
る
が
､
そ

こ
か
ら
連
な
る
西
稜
は
細
々
と
し

た
け
も
の
道
ほ
ど
の
小
道
が
あ
る

だ
け
で
す
｡
所
々
草
に
覆
わ
れ
て

い
て
道
が
な
-
な
る
こ
と
も
あ
り

う
さ
ぎ

ま
す
｡
い
た
る
所
に
鹿
や
兎
の
フ

ン
が
落
ち
て
い
ま
す
｡
そ
ん
な
道

端
に
ヤ
マ
ト
リ
カ
ブ
ト
や
野
あ
ざ

み
の
濃
淡
の
紫
が
揺
れ
て
い
ま
す
｡

初
冠
雪
の
富
士
が
見
え
隠
れ
し
ま

す
｡

回
の
体
験
の
資
料
を
添
え
て
県
の

丹
沢
大
山
管
理
事
務
所
に
登
山
路

の
整
備
を
働
き
か
け
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
｡

そ
れ
に
し
て
も
か
な
り
き
つ
い

山
道
坂
道
の
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

を
､
休
み
休
み
と
は
い
え
六
時
間

は
ど
か
け
て
歩
き
き
っ
て
み
る
と
､

疲
れ
た
と
は
言
っ
て
も
ま
だ
ま
だ

体
力
が
あ
る
ぞ
と
再
確
認
し
ま
し

た
｡
た
ま
た
ま
今
年
は
手
抜
き
を

し
て
人
間
ド
ッ
ク
に
入
ら
な
か
っ

た
の
で
､
こ
れ
ぞ
自
然
流
人
間
ド
ッ

ク
で
あ
る
と
意
気
軒
昂
に
な
っ
た

も
の
で
し
た
｡
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三席｢お山の春まつり｣
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No.365 (4)

火で/逮

伊藤　　修　小田原市

五席｢前夜祭から｣

村上一雄　南足柄市

こ
席
　
｢
楽
し
い
川
遊
び
｣

青
木
定
男
　
横
浜
市
中
区
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全日本マスターズ陸上　3.000メートル障害
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全国勤労者駅伝大会

5連覇のアンカーを務める

行事名 �?ｨ鰾�

税の無料相談 ��9?ｨ���I?｢�ﾍ�����鳧/��ﾍ�3H鰾�

宝石の無料鑑定 

地酒展示即売会 ��9?ｨ���I?｢�ﾍ�����鳧���ﾍ�3磯��

場所:小田原駅東口地下街

ありがとうございました 

園勢調査にご協力ありがとうございましたo 

調査の結果は＼各種の行政を行うための基礎 

資料として利用させていただきますo 

OhlBe,神慧県恩庁慧局 

家財道具を固定する
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健康コーナー

乳　が　ん

定期的な自己検診で

早期発見を./
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n
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■
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平
成
十
年
に
開
催
さ
れ
る
L
御
領
が
わ
･

ゆ
め
国
体
｣
の
採
火
地
と
､
拒
火
名
を
募

集
し
て
い
ま
す
｡

た
い
ま
つ

拒
火
と
は
松
明
の
こ
と
で
'
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
聖
火
の
よ
う
な
も
の
で
す
｡
こ
の
拒

火
の
名
称
と
拒
火
の
火
を
採
る
採
火
地

(
八
か
所
程
度
)
を
募
集
す
る
も
の
で
す
｡

応
募
期
間
　
1
 
1
月
2
0
日
ま
で
｡

応
募
資
格
　
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
｡

応
募
方
法
　
生
涯
学
習
課
に
備
え
て
あ
る

応
募
用
は
が
き
を
使
用
し
て

く
だ
さ
い
｡

賞
･
拒
火
賞
(
八
点
程
度
)

賞
状
と
記
念
品

･
お
お
汗
こ
汗
賞
(
八
点
程
度
)

賞
状
と
記
念
品

問
合
せ
先

か
な
が
わ
･
ゆ
め
国
体
実
行
委
員
会
事
務
局

℡

0

4

5

-

2

0

1

-

1

1

1

1

内

線

4

6

3

2

-

3

二
塁
家
庭
の
地
霊
対
策
そ
の
.
-
二

こ
の
と
こ
ろ
日
本
各
地
で
地
震

が
起
き
て
い
ま
す
｡
松
田
町
に
も

全
国
的
に
危
険
度
の
高
い
活
断
層
､

国
府
津
･
松
田
断
層
が
あ
り
ま
す
｡

い
つ
起
き
て
も
お
か
し
-
な
い
と

い
わ
れ
る
大
地
震
に
備
え
､
｢
家

庭
に
お
け
る
地
震
対
策
｣
と
題
し

て
連
載
を
始
め
ま
す
｡

地
震
に
対
す
る
備
え
に
つ
い
て

｢
地
震
に
強
く
な
る
よ
う
に
建
物

を
補
強
す
る
に
は
お
金
が
か
か
る
｡

ま
ず
防
災
用
品
を
そ
ろ
え
て
お
こ

う
｡
｣
と
い
う
考
え
の
方
が
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
｡
し
か

し
'
｢
地
震
が
起
き
た
と
き
に
ど

う
命
を
守
る
か
｣
｢
地
震
が
起
き

る
前
に
何
を
す
べ
き
か
｣
を
考
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
｡
医
療
で
も

予
防
が
あ
る
よ
う
に
'
防
災
に
も

命
を
守
る
た
め
の
予
防
が
大
切
で

す
｡
住
宅
も
健
康
診
断
を
受
け
'

弱
い
と
こ
ろ
は
補
修
す
る
'
当
然

費
用
は
か
か
り
ま
す
が
命
と
お
金

は
引
き
替
え
ら
れ
ま
せ
ん
｡

津
波
や
地
震
と
い
っ
た
二
次
災

害
を
除
け
ば
､
地
震
で
犠
牲
に
な

る
人
は
建
物
や
家
具
の
下
敷
き
に

な
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
.

阪
神
大
震
災
で
も
｢
テ
レ
ビ
や
タ

ン
ス
が
二
～
三
メ
ー
ト
ル
も
飛
ん

で
き
た
｣
｢
い
き
な
り
天
井
が
落

ち
て
き
た
｣
｢
ガ
ラ
ス
が
降
っ
て

き
た
｣
な
ど
､
ふ
だ
ん
の
生
活
の

中
に
あ
る
も
の
が
､
一
瞬
に
し
て

凶
器
に
変
わ
っ
て
し
ま
う
の
で
す
｡

地
震
は
い
つ
､
ど
こ
で
起
こ
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
｡
地
震
に
対
す

る
備
え
も
生
活
時
間
の
長
い
場
所

を
優
先
し
た
り
'
就
寝
中
は
無
防

備
な
の
で
寝
室
か
ら
対
策
を
ほ
じ

ー

ウ

′

イ

　

(

.

.

■

･

全
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
が
､
十
月
八
日
か

ら
平
塚
市
の
平
塚
競
技
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

三
千
メ
ー
ト
ル
障
害
四
十
五
～
四
十
九
歳
の

部
に
出
場
し
た
吉
田
信
男
さ
ん
　
(
4
9
歳
)
　
が
､

従
来
の
日
本
記
録
1
0
分
5
9
秒
2
5
を
大
幅
に
更
新

す
る
'
1
0
分
2
 
1
秒
2
9
と
い
う
新
記
録
で
優
勝
し

ま
し
た
｡
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
｡

｢
眼
鏡
に
つ
い
た
雨
の
た
め
目
測
を
誤
り
､

障
害
を
跳
び
そ
こ
な
い
転
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
｡

そ
の
た
め
リ
ズ
ム
を
崩
し
､
目
標
タ
イ
ム
に
十

秒
は
ど
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
｡
｣

と
､
ま
だ
ま
だ
記
録
が
期
待
さ
れ
る
吉
田
さ
ん
｡

十
一
日
か
ら
十
七
日
ま
で
は
､

｢
税
を
知
る
週
間
｣
　
で
す
｡
こ
の

期
間
中
､
税
務
署
で
は
税
の
し
く

み
や
使
い
み
ち
､
身
近
な
税
の
知

識
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
､

様
々
な
行
事
を
行
い
ま
す
｡

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
-
だ

さ
い
｡

問
合
せ
先
　
小
田
原
税
務
署

℡
約
4
5
1
1

r
禁
-
放
し

最
近
'
一
般
市
民
に
銃
口
が
向

け
ら
れ
る
凶
悪
な
事
件
が
多
発
し

て
い
ま
す
｡
安
全
な
社
会
を
守
る

た
め
､
国
で
は
け
ん
銃
の
摘
発
に

全
力
を
挙
げ
て
い
ま
す
｡
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
｡

け
ん
銃
や
実
弾
を
売
っ
て
い
る

ら
し
い
'
持
っ
て
い
る
人
が
い
る
､

こ
ん
な
話
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
｡
そ
ん
な
と
き
は
､
た

め
ら
わ
ず
に
警
察
ま
で
知
ら
せ
て

く
だ
さ
い
｡
も
ち
ろ
ん
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
｡

け
ん
銃
や
実
弾
を
不
法
に
所
持

し
て
い
る
と
､
重
罰
に
処
せ
ら
れ

ま
す
｡
し
か
し
､
こ
れ
を
提
出
し

自
首
し
た
場
合
に
は
､
必
ず
罪
が

減
刑
ま
た
は
免
除
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
｡
け
ん
銃
や
実
弾

を
預
け
ら
れ
た
り
持
っ
て
い
る
人

は
､
す
ぐ
に
警
察
へ
提
出
し
て
-

だ
さ
い
｡

役

役
場
の
人
事

町
で
は
十
月
一
日
付
け
で
職
員

の
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
｡

(
〕
内
は
前
職
｡

[
係
長
級
]

▲
税
務
課
町
民
税
係
長
-
若
色
薫

(
生
涯
学
習
課
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー

係
長
)
▲
生
涯
学
習
課
町
民
文
化

セ
ン
タ
ー
係
長
=
吉
田
利
光
(
庶

務
課
主
査
)

[
係
員
]

▲
経
済
課
主
査
=
工
藤
義
孝
(
収

入
役
室
主
査
)
▲
収
入
役
室
主
事

補
=
鍵
和
田
栄
(
経
済
課
主
事
補
)

▲
保
健
福
祉
課
主
事
=
中
村
妙
子

(
保
健
福
祉
課
主
事
補
)

[
退
他
者
]

▲
税
務
課
課
長
補
佐
兼
町
民
税
係

長
=
梅
津
香
津
恵

Q

　

ケ

ー

エ

ル

ネ

ッ

ト

と

い

う

シ

ス
テ
ム
で
､
県
立
図
書
館
の
本
が

借
り
ら
れ
る
そ
う
で
す
が
､
そ
の

方
法
を
教
え
て
-
だ
さ
い
｡

A

　

ケ

ー

エ

ル

ネ

ッ

ト

　

(

K

L

-

N
E
T
)
と
は
､
神
奈
川
県
立
図

書
館
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
の
略
称
で
す
｡

県
立
図
書
館
と
県
内
市
町
村
の

図
書
館
を
電
話
回
線
で
つ
な
ぎ
､

県
立
図
書
館
に
捜
し
て
い
る
本
が

あ
る
か
ど
う
か
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ

て
捜
し
出
し
､
そ
の
本
を
借
り
る

と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
す
｡
以
前
は

図
書
館
の
職
員
が
手
作
業
で
捜
し

て
い
ま
し
た
が
､
現
在
は
書
名
､

著
者
名
､
分
輯
番
号
を
入
力
す
る

こ
と
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
-
が
即
座

に
確
認
し
て
く
れ
ま
す
｡

希
望
す
る
本
の
名
前
と
必
要
と

す
る
日
を
､
町
立
図
書
館
の
受
け

付
け
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
｡
県

立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い

場
合
で
も
､
『
ウ
ォ
ン
テ
ッ
ド
欄

(
こ
の
本
捜
し
て
い
ま
す
欄
)
』
　
に

登
録
し
て
お
く
と
､
県
内
の
図
書

館
か
ら
県
を
経
由
し
て
本
が
届
け

ら
れ
ま
す
｡

手
続
き
後
の
途
中
経
過
を
知
り

た
い
方
は
､
電
話
で
町
立
図
書
館

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
｡

Q
　
本
は
ど
の
よ
う
に
届
く
の
で

す
か
?
ま
た
､
返
却
は
ど
う
す
る

の
で
す
か
?

A
　
希
望
し
た
本
は
､
県
立
図
書

館
の
職
員
が
｢
協
力
車
｣
と
い
う

車
で
運
ん
で
く
る
場
合
と
､
宅
配

便
に
よ
る
方
法
と
で
一
週
間
に
一

回
町
立
図
書
館
に
届
き
'
予
約
さ

れ
た
方
に
連
絡
し
ま
す
｡

貸
出
期
間
は
町
立
図
書
館
の
本

と
同
じ
二
週
間
で
､
返
却
も
町
立

図
書
館
ま
で
お
願
い
し
ま
す
｡

め
た
り
'
一
つ
の
部
屋
だ
け
を
集

中
し
て
安
全
な
空
間
に
す
る
な
ど
､

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
の
状
況
で
考
え

て
実
行
し
て
く
だ
さ
い
｡

増
加
す
る
乳
が
ん
患
者

最
近
､
が
ん
の
予
防
の
た
め
定

期
検
診
を
受
け
る
人
が
増
え
､
早

期
発
見
､
早
期
治
療
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
｡
と
こ
ろ
が
乳
が
ん
が

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
｡
乳
が
ん

に
か
か
る
人
の
ピ
ー
ク
は
四
十
代

後
半
で
す
が
､
寿
命
が
延
び
る
に

つ
れ
六
十
代
の
患
者
さ
ん
も
少
し

ず
つ
増
え
て
い
ま
す
｡

乳
が
ん
の
原
因
は
ま
だ
解
明
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
が
､
母
親
や
姉
妹

に
乳
が
ん
に
か
か
っ
た
人
が
い
る

と
発
病
し
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
｡
ま
た
､
動
物
性
た
ん
ば
-

質
を
多
く
食
べ
る
､
太
っ
て
い
る
､

三
十
五
歳
以
上
の
高
齢
初
産
な
ど

が
危
険
因
子
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
｡

症

　

状

乳
が
ん
は
内
臓
に
で
き
る
が
ん

と
違
い
か
ら
だ
の
表
面
に
起
き
る

の
で
､
自
分
自
身
で
比
較
的
見
つ

け
や
す
い
が
ん
で
す
｡
乳
が
ん
の

症
状
は
､
①
乳
房
内
に
固
く
て
不

整
な
形
の
し
こ
り
が
あ
る
　
②
乳

房
の
皮
膚
が
へ
こ
ん
で
い
る
､
つ

れ
る
　
③
乳
頭
が
へ
こ
ん
だ
り
異

常
な
分
泌
物
が
出
る
､
特
に
血
が

混
じ
っ
て
い
る
場
合
は
要
注
意
で

す
　
④
わ
き
の
下
の
リ
ン
パ
節
に

し
こ
り
を
感
じ
る
､
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
｡
こ
れ
ら
の
異
常
を
早

期
に
発
見
す
る
た
め
に
は
､
自
己

検
診
を
習
慣
づ
け
る
こ
と
が
大
事

で
す
｡
月
に
一
回
､
生
理
が
終
わ
っ

た
後
の
乳
腺
が
柔
ら
か
い
時
期
に

視
診
と
触
診
を
行
い
ま
す
｡
閉
経

し
た
人
は
毎
月
一
日
と
か
､
一
定

の
日
を
決
め
て
行
い
ま
し
ょ
う
｡

乳
腺
が
固
く
し
こ
り
が
わ
か
り
に

く
い
人
は
､
年
に
一
度
は
専
門
医

の
検
査
を
受
け
た
方
が
良
い
で
し
ょ

う

｡

　

　

　

　

　

保

健

婦



Nu365 (6)

藍当カメラレポート

スポーツ少年団､松田キャッス

ルズ(野球)と松田イレブンサッ

カークラブの約150人が参加して､

町民グラウンドの草刈りなどの奉

仕活動を行いました｡

今年も晴れた体育の

日､町民体育大会には

約4,000人が集まり熱

戦を繰り広げました｡

広　報　ま　つ　だ平成7年11月1日

あきひと

福　田　陽　仁くん

松田庶子2132

けいすけ

鍵和田　佳　佑くん
松田庶子405- 1

たかはしさとし

高　橋　敏　さん

松田惣領2345-1昭和15年生

｢マナーとルールを身につけないま

まコースへ出る人が目に付きます.忠

わぬ事故を招くこともあるので､スポー

ツマンとしての自覚を持ってプレーし

てほしいですね｡｣と日焼けした顔で

語る高橋さんでした｡

ン
アンド

1 4　3　9ァ

64回回位回マ

富緒内
田野藤

歩穏優号

洋淳徹

-一也

4　1 1

区
酉区区

6　3　9　22 1地

子どもの貞官二ユ-ス 劔佝ﾈｺ9O)�h5�Y5h囮���;�-�-I|�99Fxﾘ)x�*ｲ�8r�

日 冑��催し物 倬隴B�入場方法 

19 �?｢�第25回おやかた劇場 <テーマ:風> 風のおもちゃ作り.菅糞器演奏 表現:山の小僧ほか ���｣��ﾒ��#｣���自由 亂ﾘ召��ﾉV儼h,i^h顋F��抱��ｮﾉUﾈﾇ井�竸i�陷HｾR�ﾄﾈ便%Rﾈ,凭ﾆ�xﾇﾈ."�

19 �?｢�第3回さわやかコンサート フォルクローレ演奏 ��C｣��ﾒ�自由 
出演:エスペランサ ��S｣����,I7�.�*H*��

曲目:コンドルは飛んで行く.花祭りはか 劔|ｨ��(ﾇ握x琩m�ｬI�(ﾇﾈ+r�

25 �7��松田の環境を考える日 ���｣��ﾒ��#｣���申込制 

グリーンアドベンチャー く松田山の自然.秩) 指導:池田博明先生(山北高校) 劔G倅��ﾄ�.�.r�*ﾘ4ﾒ�

環境教育フォーラム ��3｣��ﾒ�申込制 

く環境教育の日常的な課題) 日高康弘氏rl環境教育と人間理解J 劍�%��

山田純氏r酒匂川水系と水問題』 一寸木筆氏r足柄地方の自然環境と 松田山』 ��S｣3����鉉Y��8ﾊ��皐抦鯖k驃帝:��ﾉ�����8x7ﾘ悩m�4ﾉgｹ62�

今月から2月まで開館時間が午前9時から午後4時まで 
となりますo 劔僞hﾏX5碓ﾈ�7��h截�

今月の休館日は､6､7､13､20､24､27日 劔傚Yu倡������������

申込.聞合せ℡82-9869 

自然庶■℡82-7345 

水道修理当番表

月日 仂h�"�電話 

ll/ld �ｸ��棠�ﾙOXﾔ鮎b�82-4991 

7-13 �ｨﾄi�(ﾔ洩�5��寄出獅｢89-2013 本社34-2511 

14-20 �ｸ��$ｨｬxﾔ��89-2528 

21｣27 �ｹTﾘ夊ⅹ5��83-0100 

28- 刎ｲ傴ﾉ69�ﾙOXﾔ鮎b�事務所82-0609 

12/4 僞l%83-6055 

ー �����ﾈ�｢�町民文化センター催し物 
大ホール(平成7年10月15日現在) 

‖ 况｢�催 �+YZ��開演時間 �?ﾈ�ｩ_ｹd��主催者 

3 仞��松田 �*ﾉUﾈ�(��9:00- ll:30 俾冰"�庶務課83-1221 
松田町文 �ｸﾝXﾇﾉEﾉJﾙUﾈ橙�剞ｶ涯学習課83-7021 

5 �?｢�湯河原 第16 俘(ﾕｨ�ﾈ�YB�13:00- 涛��冷�県立湯河原高校演劇部 
[司定期公演 剴c2ﾓ�#���

10 仞��㈱ソキ �4��9D�7��X橙�14:30- 亊hﾅx�"�㈱ソキア 83-1301 

ll �7��小田原 第24 �&ｩ�ｸﾘx№&2�18:30- ��ﾃ���冷�小田原男性合唱団 
回定期演奏会 剴#Bﾓ�S�R�

12 狽�おむろ会 ��ｩlﾘ迚YHﾗX�橙�13:00- 俾冰"�おむろ会相模支部 75-2118 

17 仞��スキ-映画 �,i(ｨ+�/�檍,ﾉuｸ-r�18:30- 田��冷�足柄スキー協会 82-0963 

19 �?｢�足柄吹 案lo ��Hｧ�HﾔH橙�13:00- 俾冰"�足柄吹奏楽愛好会 
回定期演奏会 剴�"ﾓ��S"�

25 �7��町民文化- 鳥羽- �5ｨ985��ｸ齪皦馼ｼb�14:00- �9�ィﾈxﾆ�R�町民文化センター 
郎オン.ステ-ジ ��Ε���ﾂﾒ�A席3,500円 塔2ﾓs�#��

26 �?｢�シグナ �5Ｔ滴��H橙�15:00- ��ﾃ���冷�シグナス'94 36-1284 

※催し物の飼い合わせは､直接主催者へお願いしますQ 
♯駐車台数に制限がありますので､お車でのご利用はご遠慮帝います○ 
･※都合により急拠変更になる場合もあLJますのでご了最くださいo 

今月の休虎E=ま､6､13､20､27日ですo恐83-7021 

A-　_-I- .一･ ㌔--　一一J-

---I
チタ､､

十
月
十
七
日
'
埼
玉
県
大
里
郡

で
内
閣
総
理
大
臣
杯
争
奪
.
9
5
首
都

圏
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
選
手
権
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
｡
関
東
の
六
県

対
抗
で
行
わ
れ
､
高
橋
さ
ん
は
個

人
七
位
'
ま
た
主
将
を
務
め
た
団

体
戦
で
は
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
｡

試
合
を
振
り
返
っ
て

こ
れ
ま
で
千
葉
県
と
神
奈
川
県

が
団
体
戦
の
優
勝
回
数
五
回
で
競
っ

て
お
り
､
前
夜
祭
の
選
手
紹
介
で

は
六
度
目
の
優
勝
を
口
に
し
て
し

ま
い
ま
し
た
｡
し
か
し
難
し
い
コ
ー

ス
設
定
に
苦
し
め
ら
れ
､
ハ
ー
フ

(
前
半
)
　
を
終
わ
っ
た
時
点
で
は

と
て
も
優
勝
で
き
る
状
態
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
｡
と
こ
ろ
が
全

国
レ
ベ
ル
で
活
躍
す
る
選
手
た
ち

を
中
心
に
､
後
半
の
粘
り
で
逆
転

し
内
閣
総
理
大
臣
杯
を
手
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
｡

来
年
は
神
奈
川
県
で
開
催
さ
れ

る
の
で
､
連
覇
で
さ
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
｡

上
達
は
生
活
の
リ
ズ
ム
か
ら

ゴ
ル
フ
を
始
め
て
十
七
年
｡
三

年
ほ
ど
た
っ
た
こ
ろ
､
競
技
と
し

て
の
ゴ
ル
フ
に
興
味
を
持
つ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
｡

自
分
よ
り
う
ま
い
人
は
す
べ
て

手
本
で
し
た
｡
人
に
教
わ
る
こ
と

な
く
'
プ
ロ
の
中
に
入
っ
て
技
術

を
盗
み
ま
し
た
｡
山
に
入
っ
て
野

芝
を
打
ち
続
け
た
り
､
時
間
を
忘

れ
て
パ
ッ
ト
の
練
習
を
し
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
｡

十
年
目
こ
ろ
か
ら
体
力
向
上
の

/

S
P
わ
が
家
の
赤
ち
ゃ
ん
亀

た
め
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
始
め
ま
し

た
｡
起
床
後
の
懸
垂
か
ら
風
呂
あ

が
り
の
パ
ッ
ト
の
練
習
ま
で
､
無

理
な
く
生
活
の
リ
ズ
ム
に
な
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
｡
そ
れ
に
は
ま

ず
規
則
正
し
い
生
活
を
送
る
こ
と

が
大
切
で
す
｡

プ
ロ
を
目
指
す
選
手
で
も
､
ハ
ー

フ
が
終
わ
り
昼
食
の
と
き
ビ
ー
ル

を
飲
む
人
が
い
ま
す
｡
ま
た
､
一

般
の
人
で
も
当
日
の
朝
は
何
も
せ

ず
に
来
る
人
が
ほ
と
ん
ど
で
し
ょ

う
｡
精
神
面
を
含
め
､
二
､
三
日

前
か
ら
体
調
を
整
え
る
､
と
い
う

こ
と
か
ら
既
に
勝
負
は
始
ま
っ
て

い
る
の
で
す
｡
そ
う
い
う
姿
勢
が

来
年
は
日
本
ア
マ
出
場
を

プ
レ
ー
に
反
映
す
る
の
で
す
｡

こ
れ
ま
で
二
回
'
ミ
ラ
ク
ル
シ
ョ
ッ

ト
と
い
え
る
プ
レ
ー
を
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
｡
そ
れ
は
い
ず
れ
も

ピ
ン
チ
に
陥
っ
た
際
の
通
常
で
は

考
え
ら
れ
な
い
攻
略
法
で
､
一
度

は
優
勝
に
結
び
付
き
ま
し
た
｡
技

術
だ
け
で
な
く
､
発
想
の
転
換
を

す
る
柔
軟
性
も
必
要
で
す
｡

こ
れ
か
ら
の
こ
と

年
齢
に
応
じ
た
練
習
､
研
究
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
｡

今
は
い
か
に
パ
ワ
ー
ロ
ス
を
防
ぐ

か
と
い
う
こ
と
を
課
題
に
､
ス
イ

ン
グ
の
改
造
を
試
み
て
い
ま
す
｡

目
標
は
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
選
手

権
へ
の
出
場
で
す
｡
そ
れ
に
は
予

選
と
な
る
関
東
ア
マ
チ
ュ
ア
選
手

権
で
二
十
位
に
人
ら
な
-
て
は
な

り
ま
せ
ん
｡
今
年
は
一
打
差
で
涙

を
飲
み
ま
し
た
｡
来
年
は
な
ん
と

か
予
選
突
破
し
本
大
会
へ
出
場
し

た
い
と
思
い
ま
す
｡

主
な
記
録

横
浜
オ
ー
プ
ン
セ
カ

ク
ラ
ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ

福
島
国
体
記
念
シ
ニ

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

ア

ル

バ

ト

ロ

ス

ベ
ス
グ
ロ

九
月
十
E
l
日
か
ら

十
月
十
三
日
ま
で

受
け
付
け
た
方

お
誕
生
お
め
で
と
う

赤
ち
ゃ
んと

も
ひ
ろ

細
谷
　
朋
宏

な

　

つ

　

き

木
村
粟
津
希

汁

ん

よ

贋
田
　
賢
人

ゆ

う

や

竹
内
　
優
也

と

も

か

滞
地
　
所
香

工
藤
　
さ
ら

保
護
者

健
太
郎

東章

秀

　

信

英

　

夫

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

義
　
孝
　
4
区
東

氏

控

星
崎
　
勇

尾
島
　
ト
ミ

尾
登
　
タ
ツ

え

り

ひ

で

ゆ

き

江
里
　
秀
行

遠
藤
ト
ミ
子

年

　

齢

　

地

　

区

4
7
　
歳
　
4
区
西

8
9
　
歳
　
4
区
西

9

1

　

歳

　

5

　

区

5

1

　

歳

　

1

0

　

区

7
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